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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第４区分
【発行日】平成26年2月6日(2014.2.6)

【公開番号】特開2013-185228(P2013-185228A)
【公開日】平成25年9月19日(2013.9.19)
【年通号数】公開・登録公報2013-051
【出願番号】特願2012-52765(P2012-52765)
【国際特許分類】
   Ｃ２５Ｄ   1/04     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/64     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/66     (2006.01)
   Ｃ２２Ｃ   9/00     (2006.01)
   Ｃ２５Ｄ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ２５Ｄ   1/04    ３１１　
   Ｈ０１Ｍ   4/64    　　　Ａ
   Ｈ０１Ｍ   4/66    　　　Ａ
   Ｃ２２Ｃ   9/00    　　　　
   Ｃ２５Ｄ   1/00    ３１１　

【手続補正書】
【提出日】平成25年12月17日(2013.12.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
Ｘ線回折より得られたピーク強度比
Ｉ（２２０）／Ｉ（２００）
が３以上である電解銅箔。
【請求項２】
初期の引張強度が６００ＭＰａ以上である請求項１に記載の電解銅箔。
【請求項３】
初期の引張強度が６００ＭＰａ以上で、３００℃、１時間加熱後の引張強度が４５０ＭＰ
ａ以上である請求項１または２に記載の電解銅箔。
【請求項４】
請求項１～３のいずれかに記載の電解銅箔を用いた二次電池用負極集電体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
本発明の電解銅箔は、Ｘ線回折より得られたピーク強度比
Ｉ（２２０）／Ｉ（２００）
が３以上である電解銅箔である。
【手続補正３】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
本発明は、Ｘ線回折より得られたピーク強度比、Ｉ（２２０）／Ｉ（２００）、を３以上
とした電解銅箔とすることで、３００℃、１時間加熱後の引張強度が４５０ＭＰａ以上で
、耐熱性に優れる合金電解箔を提供することができる。
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